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記入日：

団体名称

活動テーマ

活動の目的

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

■活動風景

みんなでしめ縄作り しめ縄が上手にできたよ。 聞こえない先輩との進路相談

〒 　650-8691
（住所）　　兵庫県神戸市中央区相生町2-2-8 新神戸ビル東館2
（団体名）公益社団法人　兵庫県聴覚障害者協会
（ホームページ）：http://hyogodeaf.com/

助成金額
　　497,000円

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

■上期の成果と下半期に向けた改善点

（上期の成果）
・聞こえない子どもの集団作り（しめ縄づくり）
　想定を超える人数の申し込みがあった。作り方の説明に加え、飾り
  の意味やお正月の遊びなどについても説明した。保護者からは、
  「材料の名前の説明もあり良かった。」、「下の子の面倒を見たり、
  他の子の作るのを見たり、いい経験になった。」との意見があった。

・学習・進路相談
 　成人聴覚障がい者と交流することで、「今、自分が取り組んでいる
   クラブ活動の意味や目標を持つことができた。」との意見があった。

(下半期に向けた改善点）
・聞こえない子どもの集団作り
　多動性・衝動性の症状がみられる子どもや、全体指示理解が困難で
  ある子どももいた。今後は個別対応ができる人員の確保が課題とし
  て挙げられた。そのため、申し込みの際の聞き取りや、スタッフ間の
  ミーティングの重要性が改善策として挙げられた。

・学習・進路相談
　アンケートから「チラシに具体的な内容がわからないので友人を誘い
  にくかった。」との意見があったため、今後は具体的な内容を載せる
  とともに、事前に質問を受け付けるなどの工夫を行う。

■実施体制

2017年度 ドコモ市民活動団体助成事業　中間報告書
2018年3月24日

活動名
聴覚障がい児を対象とした

「集団作り」と「学習指導相談室」

公益社団法人　兵庫県聴覚障害者協会

子どもの健全な育成を支援する活動

⑤障がい、難病の子どもの支援活動

■長期成果
・聞こえない子どもが集団での活動を通じ、意見の発表や他者理解の促進につながる。
・聞こえない大人（先輩）との出会いから、就職や進学などを自己決定できるようになる。
・聞こえない子どもの変化や、聞こえない大人（子どもの将来のモデル）との出会いから、子どもの将来への不安が軽減される。

■申請書の活動概要＜150～200字＞

　聴覚障がい児は放課後一人で時間を過ごすことが多
く、集団での活動やコミュニケーションの機会が、同世代
の聞こえる子どもよりも少ないことが多い。また、聴覚障
がい児は将来の夢や目標を決定するにあたって、自己決
定することが難しいことが課題として挙げられている。本
事業では聴覚障がい児に集団での活動の場を設け、体
験や気持ちを共有できる場を提供する。加えて、聴覚障
がいを持つ少年を対象に聴覚障がいのある成人と交流
できる場を設けることで、進路の自己決定を促すことを目
的とする。

■活動目標
聞こえない子どもが集団内でのトラブルへの対応力をつける場を提供する。
聞こえない子どもとモデルとなる聞こえない大人との出会いの場を提供する。

■申請書のスケジュール ■各スケジュールごとの活動内容

2017.9～【随時】
2017.11
2017.11、12
2017.12
2017.12

【スタッフミーティング】
【関係各所にチラシの配布】
【スタッフへの呼びかけ】
【聞こえない子どもの集団作り：姫路、尼崎で開催】
【学習・進路相談：姫路、尼崎で開催】

公益社団法人

兵庫県聴覚障害者協会

聞こえない・聞こえにくい

子どもと保護者

教育機関

（聴覚特別支援学校、

地域の難聴学級など）

企画

地域の手話サークル、

ろうあ協会

情報提供

発信
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企画運営

協力依頼

協力

評価・反省


